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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 1 2 2 2 0 0 3 1 1 2 0 5 1 0
7 * 0 3 5 13 2 2 1 0 2 2 1 3 2 0
20 * 0 2 6 8 0 0 2 0 2 2 1 0 0 0
23 * 0 0 4 12 0 0 2 0 2 2 2 2 0 1
34 * 0 0 11 16 7 8 2 6 13 19 1 2 3 0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
14 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
21 0 0 2 2 5 0 0 3 1 1 2 0 0 1 0
22 0 1 1 3 6 2 3 2 1 4 5 0 1 0 0
24 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 1 1 1
2 10 34 63 11 13 16 9 27 36 6 14 7 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 2 6 2 6 2 5 4 4 2 6 1 1 3 0
10 * 2 6 6 15 2 3 3 0 8 8 3 4 0 0
17 * 0 0 3 5 0 0 0 2 2 4 0 1 0 0
29 * 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 2 0 0 0
32 * 0 5 4 6 3 4 1 2 1 3 2 4 2 0
0 0 0 0 2 7 1 2 4 2 1 3 0 1 0 0
22 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
33 0 0 2 5 9 0 0 2 1 3 4 1 0 1 0
34 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
51 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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4 20 22 49 8 14 18 11 17 28 12 11 6 0

2014年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
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合　　　計
20.0% 54.0% 84.6%

関西大学
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№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

佐藤 航 2

64

敗チーム

10

33

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

85

勝ち点　４

11.40.00
会　　場 滋賀県立体育館

関西学院大学

梶井 翔太 0

男子 １部リーグ戦

PTS

127

試 合 日 2014.09.14

松田 健太 8

記録 関西学生バスケットボール連盟

25
渡邊 翔太 12 30
井上 大志

関西大学

主審 藤原　健司 副審 新村　達也

勝ち点　０
コ ー ト

戦評
総括、リーグ戦6日目。いまだ白星をつけることができていない関西大学、前日の試合を勝ち3勝で勢いに乗る関西
学院大学の1戦となった。前半、関学大はバリエーション豊富なオフェンスと強いリバウンドで安定して得点を重ねる。
関西大は3Pシュートやアシストからのシュートを見せ、粘り強くゲームを進める。後半、第3ピリオド終了すると20点差が
つき、第4ピリオドでは関西大がプレスディフェンスで仕かけにいくものの点差は埋らず。関学大がゲームをものにし、
リーグ戦4勝目となる。
第1ピリオド、関学大#1井上がプレッシャーのあるディフェンスからインターセプトをし、速攻を決めると、ディフェンス
では#23松田が気迫のあるブロックショットを見せると、関学大が有利にゲームを進めていく。しかし、関西大#10福澤
のミドルシュートでのバスケットカウントなど関西大もしっかりとシュートを沈め、両者譲らずのゲーム展開となる。終盤、
関西大#10福澤から#17井上へアシストが決まる。21-20関学大リードで第1ピリオド終了。
第2ピリオド、開始早々関学大#23松田がインサイドで2連続シュートを決める。関学大が一気に引き離すかと思われ
たが、関西大#32大山が果敢にリングにアタックし、粘りを見せる。しかし、関学大#22堤の3Pシュートや#34池嶋のバス
ケットカウントなどで10点差まで点差が開く。関西大学#10福澤が3Pシュートを沈めるものの、関学大#34池嶋が迫力の
あるオフェンスリバウンドを取ることで、関学大は安定して得点を重ねる。41-32関学大リードで前半終了。
第3ピリオド、関学大#7渡邊が相手を置き去りにしドライブから得点を取り、後半の幕開けとなる。関西大#0柴田が速
攻からバスケットカウントを決めるが、そこから両者得点が入らず、ファールだけが重なってしまう。その展開は後半ま
で続き、お互いにシュートミスやバスミスなどのミスからリバウンドシュートや速攻というプレイが目立つようになる。関西
大のファールトラブルもあり、前半に開いた点差は徐々に開くようになる。61-41関学大リードで第3ピリオド終了。
第4ピリオド、関西大はプレスディフェンスとゾーンディフェンスを使い仕掛けに行くと、上手く機能し#33小川をはじ
め、3連続得点を取る。しかし、関学大は前半に引き続き、安定した攻めを見せ確実に点を取り、簡単に点差をさせな
い。関西大#1竹本のバスケットカウントの3点プレイなど関西大もいいプレイを見せるが、追いつけない。85-63関学大
がゲームをものにする。

試合ＮＯ

戦評 田中　秀（立命館）
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